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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

理
事
長  

池 

田 

健
児

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
並
び
に
関

係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
5

月
1

日
に
元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
改

元
さ
れ
た
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
中
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
日
本

で
開
催
さ
れ
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
代
表

の
活
躍
、
経
済
で
は
消
費
税
10

％
へ
の
引
き
上
げ
な
ど
様
々

な
出
来
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
9

月
か
ら
10

月
に
か

け
て
は
台
風
が
東
日
本
を
相
次
い
で
来
襲
し
、
市
内
に
お
い

て
も
浸
水
な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
川
崎
市
で
は
昨
年
5

月
で
人
口
が
1

5

2

万
6

千
人
を
超

え
、
政
令
指
定
都
市
20

市
の
う
ち
、
神
戸
市
を
上
回
る
6

番

目
の
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
70

歳

ま
で
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
努
力
義
務
を
盛
り
込
ん
だ

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
等
の
改
正

に
向
け
た
検
討
も
始
め
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
も
引
き
続
き
、
登
録
会
員
の
増
強

を
図
る
と
と
も
に
、
一
人
で
も
多
く
の
就
業
の
場
を
確
保
す

る
た
め
、
企
業
、
公
共
団
体
等
と
の
連
携
及
び
更
な
る
就
業

開
拓
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
更
な
る
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご

健
康
と
安
全
就
業
に
十
分
ご
留
意
さ
れ
、
益
々
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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地
域
班
だ
よ
り

会
員
表
彰
受
賞
者
決
ま
る

　

会
員
表
彰
は
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に

基
づ
き
、
会
員
の
模
範
と
な
る
活
動
を
さ
れ
た
方
々
に
対
し

て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
、
次
の
方
々
の
受

賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

●
受
賞
者
氏
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
南
部
事
務
所

　
　
塚
田
　
二
三
枝
　
田
丸
　
光
男
　
　
矢
野
　
勇

　
　
西
崎
　
ト
ヨ
子
　
田
村
　
房
夫
　
　
安
富
　
嘉
四
郎

　
　
平
野
　
忠
雄
　
　
後
藤
　
正
勝
　
　
玉
舎
　
弓
子

　
　
武
田
　
征
美
　
　
瀧
ヶ
崎
　
悦
子
　
若
松
　
三
郎

　
　
叶
内
　
政
明
　
　
小
林
　
雅
臣
　
　
岩
田
　
耕
一

　
　
齋
藤
　
達
雄
　
　
鈴
木
　
眞
澄
　
　
佐
々
木
　
光
子

　
　
関
根
　
清
次
　
　
鈴
木
　
四
男
　
　
福
田
　
幸
子

　
　
佐
藤
　
孝
志
　
　
今
井
　
富
子
　
　
遠
藤
　
陽
一

　
　
大
矢
　
雅
庸
　
　
市
川
　
利
夫
　
　
加
藤
　
栄

　
　
佐
藤
　
幸
子
　
　
福
田
　
昭
規
　
　
山
中
　
平

　
　
瀬
野
　
永
三
郎
　
武
田
　
一
雄
　
　
土
井
　
寛
次

　
　
原
　
誠
二

●
中
部
事
務
所

　
　
吉
田
　
修
一
郎
　
林
　
啓
雄
　
　
　
藤
本
　
史
郎

　
　
野
中
　
征
雄
　
　
三
森
　
雄
二
　
　
高
橋
　
俊
昭

　
　
杉
浦
　
照
雄
　
　
加
田
　
善
久
　
　
萱
森
　
温
子

　
　
寺
林
　
香
苗
　
　
鈴
木
　
キ
ミ
　
　
佐
藤
　
喜
行

　
　
佐
久
間
　
賢
勇
　
岩
本
　
卯
太
郎
　
佐
藤
　
守

　
　
延
時
　
勝
美
　
　
日
浦
　
利
一
　
　
伊
藤
　
勝
男

　
　
山
口
　
茂
宣
　
　
玉
木
　
勇
司
　
　
田
口
　
正
文

　
　
浮
穴
　
守

●
北
部
事
務
所

　
　
田
村
　
良
行
　
　
佐
藤
　
勝
治
　
　
髙
松
　
孝
明

　
　
勝
野
　
弘
明
　
　
平
井
　
雅
子
　
　
山
口
　
啓
二

　
　
堀
川
　
寛
次
郎
　
笠
原
　
勤
一
　
　
金
子
　
貴
是

　
　
大
和
　
京
子
　
　
桂
　
嶺
子
　
　
　
植
松
　
健

　
　
市
川
　
幸
子
　
　
秋
山
　
甚
四
郎
　
百
瀬
　
克
明

　
　
宮
川
　
明
　
　
　
望
月
　
正
美
　
　
南
　
友
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
74
名

講
習
会
実
施
の
お
知
ら
せ

講
習
会
実
施
の
お
知
ら
せ

●
調
理
講
習
会

　

調
理
方
法
を
基
礎
か
ら

学
べ
る
、
初
心
者
向
き
簡

単
健
康
調
理
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
調
理
経
験
の

な
い
男
性
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
講
習
会
で
す
。

毎
年
受
講
者
か
ら
大
変
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
回
も
市
内
在
住
で

60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
配
偶
者
、
お
知
り
合

い
の
方
な
ど
、
お
誘
い
の

う
え
奮
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
24
名（
市
民
募
集
と
合
わ
せ
て
）

講
習
日
時
　
令
和
2
年
2
月
27
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

講
習
会
場
　
て
く
の
か
わ
さ
き　

５
階　

調
理
実
習
室

　
　
　
　
　

川
崎
市
高
津
区
溝
口
１
―
６
―
10

　
　
　
　
　

（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
駅
下
車
約
５
分
）

受

講

料
　
無
料

　
　
　
　
　

（
但
し
食
材
費
５
０
０
円
は
自
己
負
担
で
す
。）

申
込
締
切
日
　
令
和
２
年
2
月
７
日（
金
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
、 

①
講
習
会
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
年
齢 

⑤

会
員
番
号
（
会
員
で
な
い
方
は
不
要
） 

⑥
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
左
記
あ
て
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
２
１
０
―
０
０
２
６　

川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　

（
公
財
）
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

経
営
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

令
和
元
年
11
月
14
日（
木
）

研
修
会
場
　
北
部
事
務
所
会
議
室

参
加
人
数
31
名

　

高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
、
認
知
症
あ
る
い
は
そ
の
予
備
軍

と
言
わ
れ
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
認
知
症
の
高
齢
者
が
さ
ら

に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
か
ら
の
発
注
が
増
え
る

状
況
に
あ
り
、
ま
た
、
会
員
の
平
均
年
齢
も
上
昇
す
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
発

生
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
会
員
が
高
齢
の
発
注
者
や
自
身
の
認
知
症

発
症
の
早
期
察
知
と
、
症
状
へ
の
対
応
に
役
立
つ
知
識
を
得
る

こ
と
は
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
社
会
で
は
、
認
知
症
本
人
や
そ
の
家
族
の
良

き
理
解
者
と
し
て
、
認
知
症
の
知
識
を
得
た
方
が
増
え
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
麻
生
区
役
所
地
域
み
ま
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協

力
に
よ
り
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
認
知
症
に
つ
い
て
講
義

　

②
認
知
症
に
つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

　

③
家
族
の
気
持
ち
の
理
解
に
つ
い
て

　

④
認
知
症
相
談
機
関
に
つ
い
て

　

一
時
間
三
〇
分
の
講
義
で
し
た
が
、
講
師
の
詳
し
い
説
明
で

う
な
ず
き
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
で
は
、
実
際
に
直
面
し
た
時
の
対

応
に
つ
い
て
皆
で
考
え
、

話
し
合
う
こ
と
で
、
認
知

症
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま

っ
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
が
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
高
齢
者
と
接
す

る
こ
と
が
多
い
家
事
援
助

就
業
会
員
を
中
心
に
実
施

し
ま
し
た
が
、
要
望
が
あ

れ
ば
、
他
の
業
務
で
就
業

し
て
い
る
方
も
参
加
で
き

る
よ
う
、
講
座
の
開
催
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

受講風景

調理講習風景（前回）
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◇ 令和元年９月から12月 事故発生状況 ◇◇ 令和元年９月から12月 事故発生状況 ◇

※傷害：南部１件、北部１件　　賠責：南部３件、中部１件

※就業中・就業途上の事故につきましては、速やかに担当事務所へ報告してください。また、怪我などにより就

業継続が困難な場合も同様に担当事務所へ速やかに報告と相談をお願いします。

※下半期に入り、事故の増加傾向が見受けられます。会員一人ひとりが事故を起こさないよう、気を引き締めて

安全就業と就業途上の安全確保に十分配慮してください。

※日頃から、自分自身の健康管理の徹底を！冬場に多い心筋梗塞に気をつけましょう！

事務所 事 故 の 状 況性別 年齢種類 仕事の内容就業中・途上区分 発生日

就業中、建物の脇を通り抜けようとした際、出窓のような部

分の下部に頭をぶつけ出血した。当日、受診した結果、７針

縫う切り傷であった。

就業のため自宅から最寄駅へ自転車で向かう途中、歩道で段

差にハンドルを取られ転倒。その際、左肩と左膝を強打。病

院を受診し、左肩・左膝打撲と診断。

就業時、発注者の提示したスプレー式マジックリンでドアの

周りを拭くよう言われ、雑巾に吹きかけてから拭いた。リビ

ングダイニングのドアのため、油汚れはある程度きれいにな

ったが、床に洗剤が垂れており、跡がついてしまったことに

気付き、乾拭きで床を拭いたが、間に合わず跡がそのまま残

ってしまった。

清掃作業時、マンションエントランスの壁面に松飾などを飾

るため、粘着剤付きのフックを貼り付けていたがそれを取り

除き、その部分の汚れを洗剤で拭き取ろうとした際に壁面の

装飾を剥離させた。

ショッピングセンター施設内を清掃するため、側溝蓋および

排水桝（1辺約40㎝）を外して作業していたところ、同ショ

ッピングセンター内のテナント従業員が、気付かずに排水桝

に右足を落とし、右下肢捻挫・打撲を負った。

委託された室内の清掃が終わる。ドアはオートロックで施錠

されるので、そのまま帰宅したが、後日、鍵2点を紛失した

ことに気付き、事務所に報告し、警察署に紛失届を行った。

傷害

傷害

賠責

賠責

賠責

賠責

就業中

途上

就業中

就業中

就業中

途上

11月9日

11月22日

10月7日

10月29日

12月1日

10月2日

除草作業

屋内清掃作業

家事援助

屋内清掃作業

屋内清掃作業

屋内清掃作業

男

女

女

男

男

男

74

75

68

75

72

84

南部

北部

南部

中部

南部

南部

思いもよらない 尿もれ（尿失禁）を経験したことはありませんか？

尿失禁は日常生活のちょっとした工夫でも改善を期待することができます。

今日からできる！尿失禁対策今日からできる！尿失禁対策今日からできる！尿失禁対策

自分に合った対処方法を身につけて、毎日を自分らしく過ごしましょう。

● 水分の摂りすぎに注意

● カフェイン（お茶、コーヒーなど）摂取を控えめに

● 食物繊維を積極的に摂って便秘予防

● いざというときに対応できるよう着脱しやすい衣類を選ぶ

市立川崎病院　皮膚・排泄ケア認定看護師　岩本 祥子

こんなことに取り組んでみましょう！
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★

南
部

事

務

所

☎
2
2
2
ー
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

◎

中

部

事

務

所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

幸区民祭PR活動の様子

★
幸
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動

　
令
和
元
年
10
月
19
日（
土
）

　

区
民
祭
前
日
に
大
雨
に
な
る
と
の
予
報
が
出
さ
れ
た
の

で
、
会
員
に
よ
る
配
布
活
動
は
中
止
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

夜
の
う
ち
に
雨
も
上
が
り
、
当
日
は
、
例
年
ど
お
り
大
勢

の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。
職
員
が
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
３
，

０
０
０
個
の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
快
く
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
活
動

　

令
和
元
年
11
月
20
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
会
員
11
名

　

川
崎
区
･
幸
区
･
中
原
区
の
各
地
域
で
行
っ
て
い
る
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
加
え
て
、
今
回
も
川
崎
銀
柳
街
ア
ー

ケ
ー
ド
内
に
て
会
員

募
集
チ
ラ
シ
及
び
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
配
布
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
も

恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん

の
人
で
賑
わ
っ
て
い

る
ア
ー
ケ
ー
ド
内
を

会
員
が
一
生
懸
命
声

掛
け
を
し
ま
し
た
。 

　

当
初
は
チ
ラ
シ
２
，０
０
０
枚
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

２
，
０
０
０
個
の
配
布
予
定
で
し
た
が
、
追
加
の
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
１
，０
０
０
個
も
含
め
て
、
全
て
を
市
民

に
配
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◎
宮
前
区
民
祭
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　
　
　
　     

令
和
元
年
10
月
20
日（
日
）

　

市
民
の
方
に
セ
ン
タ
ー
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
会
員
募
集
や
就
業
開
拓
を
目
的
と
し
、
今
年
も
宮

前
区
民
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
会
員
の
方
々
と
事
務
所
職

員
が
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う
会
場
内
で
セ
ン
タ
ー
の
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
２
，０
０
０
を
個
配
布
、
区
役
所
４

階
に
は
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
会
員
募
集
や
セ
ン
タ
ー
の
案

内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
架
す
る
等
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲大勢の人で賑わう会場

◀来場者にポケット

　ティッシュを配布

　する会員

配布活動の様子 配布活動の様子
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◆

北

部

事

務

所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

巡回指導の様子

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
令
和
元
年
11
月
12
日（
火
）

会
員
が
就
業
現
場
で
事
故
や
怪
我
を
防
止
し
、
安
全
・
適

正
に
就
業
し
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
、
委
員
２
名
と
職

員
で
市
営
住
宅
敷
地
内
の
除
草
作
業
現
場
の
巡
回
を
行
い

ま
し
た
。

　

現
場
で
は
、
実
際
に
作
業
し
て
い
る
会
員
か
ら
作
業
手

順
や
安
全
性
の
確
保
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
巡
回

し
た
委
員
は
「
市
営
住
宅
と
い
う
広
い
場
所
を
２
日
間
作

業
す
る
の
は
大

変
な
お
仕
事
だ

と
思
い
ま
し
た

が
、
服
装
や
刈

払
機
を
使
わ
れ

て
い
る
姿
は
経

験
者
な
ら
で
は

で
、
手
際
も
良

く
丁
寧
に
作
業

さ
れ
て
い
ま
し

た
」
と
感
心
し

て
い
ま
し
た
。

◆
除
草
作
業
説
明
会
　

令
和
元
年
10
月
18
日（
金
）

◆
植
木
作
業
説
明
会
　

令
和
元
年
12
月
16
日（
月
）

　

北
部
事
務
所
会
議
室

に
て
、
除
草
作
業
と
植

木
作
業
の
説
明
会
を
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
、
除
草

作
業
の
希
望
者
４
名
、

植
木
作
業
の
希
望
者
４

名
が
受
講
さ
れ
ま
し

た
。

　

説
明
会
は
と
も
に
座

学
形
式
で
行
い
、
作
業

の
流
れ
・
見
積
方
法
・

書
類
の
作
成
方
法
・
作

業
上
の
注
意
事
項
な
ど

の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

受
講
さ
れ
た
方
々
か

ら
は
、
除
草
作
業
や
植

木
作
業
を
き
っ
か
け

に
、
体
を
動
か
し
、
健

康
を
維
持
し
た
い
と
の

お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
除
草
作
業
や

植
木
作
業
で
ご
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

◆
安
全
就
業
対
策
・
巡
回
指
導令

和
元
年
12
月
10
日（
火
）

　

麻
生
区
内
に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃
業
務
の
巡
回
指
導

を
実
施
し
ま
し
た
。
２
階
建
て
の
物
件
で
、
１
名
の
会
員

が
共
有
部
分
の
清
掃
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

清
掃
作
業
は
、
入
居
者
の
出
入
り
の
少
な
い
時
間
帯
に

行
う
な
ど
、
入
居
者
の
安
全
に
配
慮
さ
れ
る
と
と
も
に
、

毎
回
の
作
業
の
開
始
前
に
は
、
用
具
の
不
足
や
破
損
の
有

無
を
は
じ
め
、
現
場
と
周
囲
の
安
全
を
し
っ
か
り
と
確
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
作
業
の
安
全
確
保
を
励
行
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

作業会員と現場を巡回した委員

植木作業説明会 除草作業説明会
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会員作品

　　ギャラリー
会員作品

　　ギャラリー

「武蔵小杉タワーマンション群」 小田中 勝亮 会員

「浄慶寺の羅漢像」 西野 富夫 会員

▼

「
日
本
民
家
園
の
柿
」

小
林 

信
寿 

会
員

▲「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
か
ら
見
る
富
士
山
」

辻 

敬
一 

会
員

「夢見ヶ崎の野生狸」 梶 幸雄 会員

「銀杏と胡桃」 椙目 勝義 会員

「絵手紙」 榎本 佳泰 会員
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配
分
金
支
払
証
明
書
に
つ
い
て

（参考）

圧着はがきが

配分金支払証明書に

なっています。

（参考）

圧着はがき

　1月27日（月）

　2月25日（火）

　3月25日（水）

　4月27日（月）

　5月25日（月）

　6月25日（木）

　7月27日（月）

　8月25日（火）

　9月25日（金）

10月26日（月）

11月25日（水）

12月25日（金）

令和2年

配分金支払日一覧表

※配分金は月末で締めて翌月25
日（金融機関が休日の場合は翌
営業日）に、指定された口座へ
支払います。

配

分

金

支

払

日

「よみうりランド」 伊藤 武夫 会員 「水鏡」 柴崎 恵一郎 会員

  130万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

  330万円未満

 330万円以上 410万円未満

 410万円以上 770万円未満

 770万円以上

受給者の生年月日

65歳未満の方

（昭和30年１月２日

以降に生まれた方）

65歳以上の方

（昭和30年１月１日

以前に生まれた方）

公的年金等の収入金額の合計額 Ａ

 130万円以上 410万円未満

公的年金等の雑所得の額

 Ａ － 700,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

 Ａ－1,200,000（赤字は0）

 Ａ×0.75 － 375,000

 Ａ×0.85 － 785,000

 Ａ×0.95 － 1,555,000

（※1）配分金が65万円以下の場合は配分金の額

（※2）税務署確定申告の必要がない場合でも、住民税の申告が必要となる

　　　場合がありますので、その際は各区役所までお問い合わせください。

［令和元年分公的年金等に係る所得金額の速算表］ ◆
配
分
金
と
所
得
に
つ
い
て

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
払
わ
れ
る
配
分
金

は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
な
り
、
原
則
的
に
確
定

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
令
和
元
年
中
の
収
入
が
配
分
金
の
み
の
場
合
、

配
分
金
額
が
１
０
３
万
円
以
下
の
方
は
、
税
務
署
に
確
定

申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
中
の
収
入
が
配
分
金
と
公
的
年
金
の

み
の
場
合
、
左
の
速
算
表
で
算
出
し
た
公
的
年
金
の
雑
所

得
の
額
と
配
分
金
か
ら
65
万
円
（
※
１
）
を
差
し
引
い
た

額
の
合
計
金
額
が
38
万
円
以
下
の
方
（
※
２
）
も
、
税
務

署
へ
の
確
定
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
配
分
金
と
公
的
年
金
以
外
に
他
の
収
入
が
あ

る
場
合
や
、
控
除
対
象
配
偶
者
・
控
除
対
象
扶
養
親
族
に

該
当
す
る
方
（
納
税
者
の
合
計
所
得
金
額
や
年
齢
な
ど
に

よ
り
控
除
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
な
ど
は
、
計

算
し
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
１
年
間
（
就
業

期
間
は
、
平
成
30
年
12

月
か
ら
令
和
元
年
11
月

に
な
り
ま
す
。
）
に
お
支

払
い
し
た
配
分
金
の
証

明
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

　

配
分
金
明
細
書
と
同

様

に
「
圧

着

は

が

き
」

で

郵

送

し

て

い

ま

す
。

確
定
申
告
を
す
る
た
め

に
必
要
な
書
類
で
す
の

で
、
他
の
郵
便
物
と
間

違
え
て
破
棄
し
な
い
よ

う
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
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「
特
養
ホ
ー
ム
で
の
就
業
を

生
き
が
い
に
！
」

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

　

幸
区
と
中
原
区
の
境
に
あ
る
川
崎
市
営
バ
ス
上
平
間

営
業
所
の
斜
め
向
か
い
に
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
い
せ
う
ら
」
が
あ
り
ま
す
。
設
立
後
９
年

経
過
し
、
30
名
の
入
居
者
等
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
で
介
護
周
辺
の
業
務
に
従
事
し
て
い

る
、
山
口
さ
ん
、
中
井
さ
ん
、
石
黒
さ
ん
３
名
の
会
員

に
お
話
を
伺
い
に
訪
問
し
ま
し
た
。

　
施
設
長

堀
内
様
の
談
話

　

施
設
の
理
念
と
し
て
、
安
全
・
安
心
・
敬
意
の
３
点

を
重
視
し
、
社
会
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
来
ら
れ
た
入

居
者
の
方
に
少
し
で
も
安
堵
感
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
快

適
な
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
職
員
が
日
々

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
さ
ん
に
は
、
主
に
食
事

の
配
膳
・
片
付
け
、
食
器
洗
い
、
お
茶
出
し
、
洗
濯
等
の

業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
に
話
を
伺
っ
て

　

会
員
の
方
々
か
ら
次
の
よ
う
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

〇
こ
の
仕
事
に
就
い
て
良
か
っ
た
こ
と
は
入
居
者
や
職

　

員
の
方
と
交
流
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
心
が
豊
か
に

　

な
り
、
気
持
ち
に
も
余
裕
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

〇
各
フ
ロ
ア
に
よ
っ
て
入
居
者
の
状
態
は
異
な
り
ま
す

　

が
、
体
力
的
負
担
は
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
ず
、
む
し
ろ

　

プ
ラ
ス
志
向
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇
昼
食
後
は
限
ら
れ
た
時
間
内
で
片
付
け
、
洗
濯
等
を

　

行
う
の
で
大
変
で
す
が
、
一
気
に
集
中
し
て
片
付
け

　

ま
す
。
手
に
負
え
な
い
時
は
入
居
者
の
方
に
も
お
し

　

ぼ
り
作
り
等
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、

　

と
て
も
有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

〇
お
茶
タ
イ
ム
に
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
お
出
し
し
ま
す
が
、

　

苦
手
な
人
に
は
、
ゼ
リ
ー
等
を
作
り
、
一
緒
に
お
茶

　

タ
イ
ム
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

〇
入
居
者
の
体
調
に
よ
っ
て
は
気
持
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー

　

ル
が
で
き
ず
、
対
応
に
苦
慮
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す

　

が
、
介
護
職
員
の
方
に
力
を
借
り
て
何
と
か
解
決
し

　

て
い
ま
す
。

　
取
材
を
通
し
て

　

３
人
の
会
員
の
共
通
点
は
、
こ
の
施
設
で
働
け
る
と

い
う
満
足
感
で
す
。「
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

心
が
豊
か
に
な
り
心
の
交
流
が
で
き
た
こ
と
が
非
常
に

良
か
っ
た
で
す
。」「
親
が
こ
の
仕
事
に
仕
向
け
て
く
れ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。」
と
い
っ
た
率
直
な
感
想
も

あ
り
ま
し
た
。

　

施
設
長
さ
ん
は
じ
め
、
職
員
や
入
居
者
の
方
と
の
ス

ム
ー
ズ
な
意
思
疎
通
が
会
員
の
生
き
が
い
に
結
び
つ
い

て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員　

堤　

伸
雄 中井会員

石黒会員

施設の外観


